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白記霧7J'(量計は 4 つの部分からできている。すなわち，霧粒をとらえる部分，とらえた霧粒

をあつめて滴下し，その数を勘定する部分，風程をはかる部分，水滴と)!\程とを記録する部分

である。記録音1\分にはリシヤールの白記電接回数器をつかってある。水滴の数を勘定する部分

には 2 種類の民主主管継電器をうかった。いやれも水滴によって民主管のグリッドが接地され，

防極電流が走行にまし，直接に Zうるいは金属接点をへてnu接に白記回数械をはたらかせるように

なっている。
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